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宮
城
朝
陽
同
窓
会

平
成
三
年
新
年
会
報
告

同
　
時
　
平
成
三
年

一
月
二
十
五
日
（金
）

午
後
六
時
～
午
後
九
時

ム
バ
　
場
　
仙
台
市
青
Ｉ
区
け
■
通
り

「龍
鳳
苑

・

出
席
者
　
（
敬
称
略
）

小
松
茂
人
（旧
師
）
　

　

本
――ｌｌ
正
付
（
脇
同
）

山
口
　
格
（
椰
回
）
　

　

佐
藤
敦
久
（
帥
―，
‐
――
）

斉
藤
尚
生
（新
１
回
一　
　

石̈
井
鉄
也
（新
４
回
）

平
川
直
弘
（新
６
回
一　
　
一●
本
来
■
（＝
”
川
一

醐
■
八
朗
（新
Ю
回
す　
　

，秋
原
人
札
（折
ド
ーー‐―
一

米
本
行
範
（新
“
口
）
　

小
川
欣

一
（新
“
回
一

小
ｌｌｌ
島
十
（新
ヽ
日
）
　

小
松
伴
●
一新
ヽ
国
一

人
間
幣
文
（新
”
回
）
　

日
向
野
格
（
新
“
ｌｔｉｌ
一

以
上
“
名

経
　
過

人
■
」
は
云
え
暖
冬
の
せ
い
か
し
の
ぎ
や
す
い
夜

●
、
午
後
六
時
過
ぎ
岩
井
氏
の
司
会
で
、
初
め
に
平

成
　
午
四
月
二
十
九
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
会
長
芳

賀
＝

．
郎
＝
●
（
回
一の
ご
冥
補
を
折
り
黙
祐
、
続
い

て
山
＝
貪
上
の
ｉ
■
●
、
山
国
会
長
は
川
崎
市
の
方

ヽ
引
肌
一ヽ

れ
Ｉ
Ｌ
′‐
中
で
会
長
を
次
の
方
に
お
い
い

―
．●
い
旨
い
岬
語
ケ
島
―，
１
し
た
．
次
に
旧
師
小
松

茂
人
先
生
の
■
Ｆ
■
、

リー′卜
れ
を
過
●
て
も
Ｌ
■
と

し
て
お
ら
れ
毎
年
■
出
席
戦
―
感
激
に
て
お
り
１

エリ
佐
藤
敦
久
副
会
長
の
計
頭
で
乾
杯
、
■
に
人
―，
ま

し
た
，

今
回
初
め
て
ご
出
席
戦
き
ま
し
た
萩
原
人
魔

（
新

掟
回
）
住
友
石
炭
鉱
業
勤
務

・
米
本
行
範
氏

（新
２０

回
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
北
病
院
医
師
の
自
己
紹
介
が
有
り
、

続
い
て
次
期
会
長
に
は
副
会
長
の
佐
藤
教
久
氏

（
２０

回
）
東
北
大
学
教
授

，
副
会
長
に
高
橋
由
巳
氏

（新

１
回
）
東
北
電
力
（株
）常
務
が
満
場

一
致
で
決
ま
り

ま
し
た
。

し
ば
ら
く
歓
談
の
後
恒
例
の
泊
己
紹
介
は
、
若
い

学
生
か
ら
始
ま
り
六
中

・
高
校
時
代
の
思
い
出
話
を

ま
じ
た
て
順
次
報
告
（
酔
い
が
ま
わ
る
に
し
た
が
い

話
が
弾
み
時
間
を
忘
れ
て
予
定
を

一
時
間
も
オ
ト

バ
ー
し
て
新
会
長
佐
藤
氏
の
開
会
の
辞

「来
春
は

も
っ
と
大
勢
集
ま
っ
て
戴
き
楽
ｔ
く
歓
談
し
ま
し
ょ

う
。

」
と
言
う
挨
拶
が
あ
り
い
記
念
写
真
を
撮
り
、

六
中
健
児
の
歌
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
て
散
会
致
し

ま
し
た
。

新
役
員

（敬
称
略
）

会
　
　
長
　
佐
藤
敦
久
　
　
副
会
長
　
高
橋
由
巳

幹
　
　
事
　
岩
井
鉄
也
　
　
△〓
　
計
　
武
田
幸
雄

学
生
幹
事
　
日
向
野
格
　
　
事
務
局
　
本
間
正
樹

お
願
い
¨
宮
城
県
に
転
勤
又
は
入
学
さ
れ
ま
し
た
折

は
、
是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

宮
城
朝
陽
会
員
諸
絆
を
差
し
上
げ
ま
す
。

又
来
年
の
新
年
会
の
ご
案
内
Ｊ
ｆ
通
知
数

し
ま
す
。

事
務
局
　
仙
台
市
背
葉
区
上
杉

一
丁
旧
九
―
二
五

・
　

（株
）セ
ン
ト
内
　
本
間
正
樹

奮
〇
二
二
十
二
二
四
―
二

一
二

一　
・

‐‐内
練
四
二
番

■
伸
¨
宮
城
朝
陽
同
窓
会
で
は
二
月
の
東
北
大
学
二

次
試
験
の
前
日
、
仙
台
駅
新
幹
線
ホ
ー
ム
入

口
で
新
宿
高
枝
出
身
の
受
験
生
諸
君
の
歓
迎

式
を
行
い
ま
す
。
朝
陽
会

の
旗
を
ご
覧
に

な
っ
た
折
に
は
た
非

一
声
お
掛
け
下
さ
い
。


